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M.S. Machinery [ 漏説 ] 


CHARACTERISTIC fui 

GAT - X 105ストライクガンダムは應体の外観のみならず、内部メカニズムも可能な限り再現，完成後もメンテナンス八ッチ 
等の開閉が可能で、可動式シリンダー等が*出。外装や内部メカニズムも里なるディテールの再現だけでなく、パーツごと 
の連動した動きにより従采にはなかった、ねじれや筋肉の隆起をイメージした、より人間的なポーズ表現が可能となった。 



HEAD UNIT 

頭部カメラアイ（目） 
は.発光ダイオードと 
ボタン耵池により点灯 
可能。（電池別売り） 


COCKPIT 

[コクピット] 

開閉式のコクピット 
八ツチをはじめ、コク 
ピット内部、パイ□ッ 
卜（キラ•ヤマト）まで 
?!密再現。 


ARM UNIT 

mm 


フレー ね各部の可動 
は筋肉の隆起を彷佛 
とさせる可動ギミック 
で再現。外装のスライ 
ドギミックによる密度 
の高い可動で、より人 
体に近い可動範囲を 
実現。シールドのマウ 
ントラッチは、ロック 
式による离い保持力 
を実現。 



HAND UNIT 

[手部] 


多色一体成形の指パー 
ツにより、各関節部分 
が可動 3 これにより表 
情豊かなポーズや武器 
のホールドが可能。 



LEG UNIT 

[脚部] 

脚サイド アーマーは 左 
右に大きく展開し、内 
部メカを露出させるこ 
とが可能=シリンダー 
皤播、外装、フレーム 
の運動スライドギミッ 
クにより、人体のねじ 
れに近い表現を伴った 
可動を再現 ： 足首は爪 
先が独立して可動し、 
スネ左右フレームの 
スライドギミックと相 
まって高い接地性を実 
現。各部シ ij ンダーの 
ロッド部分はメツキで 
再現。 





ガンダム SEED キャラクターデザインの平井久司氏によ 
る PG オリジナルデザインの巨大な武器「グランドスラム」 
はブレード部分をメツキで再現。グリップ、及びブレードは 
可動式= 


ARMOR-SCHNEIDER 



[アーマーシュナイダー] 


設定同様、ブレード部分は折 
りたたみ式。多色一体成形で 
再現。左右腰部アーマー内 
に収納可能。 



SHIELD 

[シールド] 



直視型ウインドウには透明パーツを採用し、シャッター 
ギミックを再現。マウントにはラッチとグリップを採 
用、グリップは上下にスライドし、ラッチはロック 
機檇で萵い保持力を実現 c 
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FULL HATCH OPEN [フルハッチォプン] 



全身各所のメンテナンスハッチ及びマウントラッチを開閉可能。 


F 、 内部メカニズムも可能な限り再現：完成後もメンテナンスハッチ 
内部メカニズムも単なるディテールの再現だけでなく、パーツごと 
D 隆起をイメージした、より人間的なポーズ表現が可能となつた。 


ラアイ（目） 
r イオードと 
3により点灯 
也別売り） 


[シールド] 

直視型ウインドウには透明パーツを採用し、シャッター 
ギミックを再現。マウントにはラッチとグリップを採 
用、グリップは上下にスライドし、ラッチは□ック 
a 檇で高い保持力を実現。 ^ 



















STRIKE GUNDAM 

[ストライクガンダム] 

従来の••可動モデル"という枠を超え、人体の動き 
に可能な限り追従する事を目指した究極の•■アク 
シヨンモデル”が r ストライクガンダム」パーフエクト 
グレードモデルです。ダイカストパーツ等、プラス 
チック以外の索材も使用し、プレイパリュー豊蕙な 
本纘さながらのダイナミックなアクションポーズを 



本体ホワイトの装甲は、装甲材質の差をイメージし 
巨大感の演出として2色の成形色で再現しています。 





MOUNT LATCH [マウントラッチ] 

腰部の収納式マウントラッチに、ビームライフルを装蕭する事が可能。 


FRAME [フレ-ム] 

GAT - X 1 05ストライクガンダムの特徴である XI 00系フレームを再現 c 
スライドギミックを採用して高密度の可動クオリティを実現。ヒザの二重 
連動やふくらはぎのねじれ、スネの可動により高い接地性を実現。さらに 
股関節はロック式の可動撻播を採用し、より柔軟なポージングが可能。股 
間及び膝にダイカストパーツを採用し、离い強度とバランス良い安定性を 
実現。装甲の取り外しが可能で、腕部、脚部はそれぞれの動きにシンクロ 
して各部装甲、シリンダーが連動 C 


am ※塗装には、より安全な「水性塗料」のご使用をおすすめします= 

COLORuUIDE •このキットをよりリアルに塗装したい方は、（株) gsi クレオスより発売のガンダム 

■カラーガイド 


カラー （ 「エールストライクガンダム」用、その他カラーセツト）をお使いください 3 



本体等ホワイト部（灞い所）の塗装色 
ホワイト（95%) 

+ネービーブルー(5%) 

本体等ホワイト部の塗装色 
ホワイト（100%) 

+ミディアムブルー少量 
またはガンダムカラーホワイト5 

胸等ブルー部の塗装色。 

コパルトブルー（60%) 

+インデイブルー（40%) 

またはガンタムカラーブルー11 

足等レッド部の塗装色。 

モンザレッド（100%) 

またはガンタムカラーレッド1 

アンテナ等イェロー部の塗装色。 
イェ ロー（90%) 

+オレンジイエ□一 （ 10%) 




フレーム等グレー部の塗装色。 

ニュートラルグレー（90%) 

+ブラック （ 10%) +ブルー少置 

ビームライフル等グレー部の塗装色。 
ミディアムブルー（40%) +ホワイト(30%) 
+ブラック（30%) +レッド少量 

ナイフブレード部ライトグレー部の塗装色= 
ホワイト（70%) 

+ミディアムブルー（30%) +レッド少置 

ナイフグリップ部ダークグレー部の塗装色。 
ミッドナイトブルー（100%) 


IVLU). MQ)chinQry 


GAT-XIO ul STmKE GUZDAM/DEAM mFrE/SHIErD/A 31 MO 3] SCHNEIDE 2) /GFiAND(orAM 


写!！の完成品は、塗装してあります： 
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GAT (Gressorial Armament Tactical) 


GAT - X 105 ストライクガンダムは、地球連合軍※ l がザフト※ 2 の MS (モビルスーツ※ 3) に対抗する厂こめに開発した機体 
である。ナチュラル※4とコーディネイター*5間の対立は、「血のノてレンタイン」を契機として大規模な武力衝突へと発展し 
た。幾度かの戦闘を経た後、地球連合軍は、 MA (モピルアーマー«6)を主軸とする自軍の保有兵器と、ザフトが使用する MS 
との単機当たりの戦力差を痛感した。数度にわたる戦鬪結果から得られたデータによれば、 MA と MS の戦力比は1:5とい 
う圧倒的なものであった。連合軍苜脳陣は、根本的な戦略の見直しを迫られたのである。 MS の必要性をようやく認識した 
連合軍首脳は、遅ればせながら MS の開発に着手する。連合軍による MS 開発は、鹵獲したザフト製 MS ジンを解析するこ 
とから始まった。機械的に機能や構造を模倣することはさほど困難ではなかったが、当時、すでにジンの後継機の存在も確 
認されていたことから、ただ単にジンのデッドコピーを作るだけでは意味がないことは火を見 

るよりも明らかだっ 
た。更なるアドバンテージが 
必要だったのである。かくして、 

PS (フェーズシフト)装甲※7の採用が 
決定し、並行して小型高出力のビーム兵 
器※8が開発されることとなった。そして、 
当初から「試作機を含めて短期間で置産が可能 
である」ことと「実験兵装を装備する」ことが基本 
設計に盛り込まれた。 

この条件を満たすべく考案された方策が、機体 
のベースを統一し、外装を替えることで武装や運 
用の差別化を可能とする「フレーム構造」の採用 
であった。もっとも、提案されたコンセプトその 
ちのが多歧にわたったため、結局は3種類の基本 
フレームが開発されることとなった。標準的な機 
能以外は持たない XI 0◦系のノーマルフレーム 
と XI ◦◦系に特殊な機構を加えた X 20 ◦系の特 
殊フレーム、そして根本的に設計概念が異なる 
X 30 ◦系の可変フレームである。これらのフレー 
ムをゲージとし、高精細なシミュレーション※ .9 も 
含めて開発が進められた。 

そして数力月後、5機の試作機 「 GAT - X シリー 
ズ」の機体設計が完成するものの、ここで致命的 
な問題が発覚した。 「 MS 」 という兵器目体が]— 
ディネイターの身体能力を基準として開発されて 
いたため、ジンの機体制御 0 S をベースに開発さ 
れていた GAT - X シリーズはナチュラ J しのノてイ□ッ 
卜に扱えるものではなくなってしまっていたので 
ある e 調整するにしても、連合には専門の技術者が 
存在しないため、データのコンノて一卜もデチューン 
も事実上不可能であった。 0 S の開発は暗礁に棄 
り上げた。苦肉の策として、潜在的にコーディネイ 
夕一を多数擁する r 才ーブ連合首長国」に協力を 
打診するものの、目主中立を堅持するオーブはそ 
れを拒否。連合軍による MS 開発計画はこの時点 
で事実上頓挫してしまったのである。 

ところがその直後、逞合諸国に支社を持つオー 
ブの半国営企業「モルゲンレーテ」を介して協力の 
申し入れがあった。かねてより目主防衛用の MS 
開発を推進していたオーブの5大部族首長のひと 
りが、連合製 MS の技術の入手を目論んでいたこ 
とから、連合軍との利害が一致したためである。 

連合軍による MS 開発の拠点は、資源衛星「ヘリ 
オポリス」のモルゲンレーテ支社へと移設され、 
5機の GAT - X はトライアルに向けた調整が行わ 
れることとなったので®る。 




用語解説 _ 



•M 合 ■ (O.M.N.I.Enforcer) 

Qcoase MiliisncySNeutralize 
invention Enforcer (アボースラ 
タンシィー•ニュートラライスインべ 
ンシヨン•エンフ: r ーサ ー) の輅疒： 
C.E 71 年当界.反プラント:！]ちよ 
びプラント系主 5] によって哺5ご 
れた連合 S： 求？?：实体は各国冢が 
•有するの 5UD で® 0 . 

であって B 互いに53ぢ2： 
として K 1 S している戈 igBS る- 
中でちを播》1的に推*し 
たのは. X 百洋運荈で35つた， 


+2ザフト 

ザフト =Z.A.F.T.=Zodiac 
Alliance of Freedom Treaty 
(ソティアック-アライアンス-才 
ブ•フリーダム•トリーティ）=目 
S 条幻*通司翌の筘 *7: ブラン 
卜邊会.學実上プラント霣の名 C 
となっている。矮洚2の3霣をす 
ベて5合しており. 一 set な面 
寧疟*と興な CL いわゆる荖琦 
は 5 ? S していない。 


: -3 “5=モビルスーツ 

tr フトび w 発した 2 g . または4 
£の歩行 S を?？つ兵のこと e 
n ジ r マー异1：31#下で®周 zrn 
ることを耵?至として W 発己 n たた 
め. 》5： tr 力や*5反 c に依存して兵 
器<15を喁资してい r こ 邐合翬に?： 
して三^な優位に®る：ただし. 
3?®で15艮巧呀の里民が S 1 I で5 
るため. などのパックアップ 
システムの逢沒ぴ逢甲の ♦€?： 条钚 
となる C 


^4ナチュラル 

コーティネイターに？3し 
て. SG 子*作をしていない 
人々を区引する r こ©に教え 
てナチュラルと8?ぶ • C.E. に 
おいて出現したコーティネイ 
ターの存在によその它語 
として生まれた«念：主ま n 
ながらに* nr こ* s を?；!つ 
コーディネイターに対する劣 
秀?5や s るいは漫 
などがないまぜになつた3? 
C でる®る， 


杀5コーディネイター 

モ Fr '—- 一 一— 

通伝子!術が契通し. C . E において 
: 5項*子;!作 C 1 巧暖と；：:•二 
こ n によ os み出 trnr こ人々をコーテ-* 
ネイターと3ぶ：人；*?::のコーティネノ 
ターで5るジ3—ジ•グレンが.その力 s 
ングアつ卜と?^こ.目分3!5「3球と字至 
を■るその(コーティネイター：'で有 
るべき」と語った r こ〇にこ 
した:适江としては ■ 试紋とそ 
に莰=?の人 atsaiT る5のの.!^5 
*05 ほどくなるなど .if 
として見 r こ項合にを？§えている： 
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Power balance 
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極秘裡に開発された 5 体の G- 
それは連合軍にとって、 
反撃の狼煙であった。 




州語解説- 

••6 ^众=モビル アーマー 

MS の出現以 SO に主力兵器とし 
ていて®民されていたひと0興り 
の周鬣灼1?«:人をではなし衝 
空/% IgUH 兵器の転 C としてち 
使われる。コストパフ； r ー マンス 
とパイ□ットの”パイパビリティ 
はかなり*い ： ただし.よほど« 
秀なパイロットでなければ ? r ms 
til? で務つことは * しし、メビウ 
スやメビウスゼロなどがこのカテ 
ゴリーに含まれる。 


+フ PS 齧甲 

P . S . (Phase Shift = フェーズシフト=柜乾 
移)装甲の fU 5微の GAT - X シリーズが g * す 
る??技な装甲のこと。これによって5»のガン 
ダムは的な打突や実体绛芬どによる*擊 
に对して E 免的な溶性をえることとなった。 
作 ICT ると K 男な色衫が浮かび上がるととる 
に.実江！*や実笑:による攻擊をほぼ疰力化で 
きる £ その反 S . »大尽パワーを消 HT るた 
め.嫌0：の罹*诗間は項 3 S に短くなってしま 
う，また.装申の色彩によって外 g からパワー 
wn (フェーズシフトダクン）が sa さ n てし 
まうという欠点ち®る： 


：-8ビーム兵 H 

寒エネ,レギーによつて Sg さ 
n た蛟子を始擊や岛擎に fc , 写す 
る兵器の:?電 c 子やブラ 
ズマなどを钊 S , あるいは成彤 
し.その ft やエネルギーによつ 
て玎象を2鋩.浼巧 • または沄填 
することを目的とする=ビーム 
サーベルやビーム実装*合犁刀 
究.ビームライフルなどがこ n 
にあたる， 


•••9羼__«シミュレーション 

GAT-X シリーズの明兖 I こおし、て. 
作*の化のために導入 rrnr こ 
手法で.一定の s 梁が 15© られた 
シミュレーションデータには.実用 
の達适の有疰に関わらずシリアル 
ナンバーが15けられている s つま 
0. GAT - X 101や X 104に拒^す 
る実*は浮?£しない s 














XI 00 系フレーム 


GAT - X 105 ストライクガンダムに採用されている■•フレーム構造 - は、連合軍が開発した MS に特徴的な構造であ 
る： S 論、サフトが開発した MS にも■•骨格 • に相当する構造はあるが、作業用のパワーローダー. S 10 からほぼ直接的 
に進化を逐げたザフト製の MS は、比較的初期の段階で戦術や運用目的によって四脚歩行型や水陸両用型、または環境 
に応じて歩行脚と車輪を使い分けるなど、移動効率を優先した変形機構を採用していたため、 GAT-X シ LI — ズのよ5な 
フレーム構造は持たなかったのである。しかし連合軍は.まず ' MS ' を巨大な人型機動機器として検証することから 
始めた。人体の•動作-の再現を MS に求めたのである。つまり' 当初からザフト製 MS のよラに兵器として確立された 
ものを单純にコピーするのではなく、まずは MS を「戦術的に必要な兵装を歩行脚によって運搜する」という機能に純 
化させることにしたのである。 

このことによ D 、 本来であれば同時に開発されていなければならなかったはずの素体と兵装を分離することを可能と 
した。まずは、巨大な人型機器として必要な躯体と、移動に必要な歩行脚やスラスターなどの機動装備、そして最終装 
甲などが別々に開発されることとなったのである。これによって、それぞれの技術的進展に多少のズレがあっても.そ 
れそれの部材の開発状況に応じて順次実用化していくことが可能となった。このことが連合製 MS の画期的な点であり. 
GAT 構想* n の基本でもあった。そしてこれは、開発を極秘裡に進めるために有効な措 B でもあったのである。つまり、 
部品ごとに開発することで、 MS としての完成形を可能な限り秘匿することも可能となったのである。ただし' その根 
幹技術である 0 S の開発が最も遅れたとい5事実は動かし難いちのであった。 

GAT-X シリーズは,まず基本となる フレーム 構造が建造され、 MS そのものの検証が行われた。それが「 X 100系 フレー 
ム」を持つ GAT - X 102 デュエルガンダム *12 である。同じコンセブトのフレームをベースとして、長離用の固定武装を 



用語解説_ 



杂10パワーローター 

5没や運». 土ホ. il 築などの現:* 
で受罔ごれる作荑，与の! t 力3：强化外骨 
今：人 I* が SST ることで作*をこ S 
T. いわば雇るフ: r ークリフトのよう 
なるの t マニピュレーターな どの*?? 
にはフィードパック職*が付いている 
場合が多く.発？！するトルクに比して 
な作*をこなすことるできる：一 
足只びではないにせよ， f.is な梵茺ごれ 
る;5そのらつと彐 sa とる： 


#11 gat 構 a 

G A T .= Gresscna ： Arrr.afrent ~ ect ： 2a := 
tP : •歩行兵器の承：•て1?漕台のなかでら大 S 
が主導してい r こ髡に5?し.そ¢9? 
癸《2：の？ B 針としてギげら nr こ碉ちす 
る：ストライク.イージス.デュエ)し.パスター. 
プリソツの X アン/て一5雯をはじ©とし，その 
や■考に入 nr こ逢合 & MS 計 
2；の枳舲を5すプ□ジ I クトで35る》ご173合 
S 策 8*3 司令のハルパートン老巧が 31* し 
た針更で S り.*终アッセンフルやトライアル 
!5才ーブのモルゲンレーテに s し、て行わ ru * こ 


ユエルガン S 

：!?GAT-X' 


空3：番弓は GAT.X'02: 2H 
サフトに蓴 onr こ GAT- 
Xシリーズのう5の一教で.そつ 
と B スタンタードで5.弓汔 C 呆い 
mr ： 蚤にサフトによつて遏ここ己 
れた轻(爾のアブルトシユラウドを 
装雇し.手至空 W に S ける 《t： 三 
や火力が爸化され r ニパイ□ソト 
はイサーク■ジュール： 


•M3 バスターガンタム 

彤5；番弓は GAT-X103: 3会 
が梵癸し.サフトに奪わ nr こ 
GAT-X シリーズのうろ®—*で， 
甲〜3=雌からの:ク擊こ玲化し 
た55¢支 S 吊の*江で S るたの， 
e 接* iM 民のは装，してい 
ない。パイ□ツトはティアツカ- 
エルスマン s 
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施した機体が GAT - X 103 バスターガンダム※ 13 で、 XI ◦◦系のフレームに特殊装備を施した機体が、 「 X 2 ◦◦系フレー 
ム」を持つ GAT - X 207 ブリッツガンダム※14である。 GAT - X 303イージスガンダム※ 1 5 は、フレームそのものを特殊 
化した 「 X 3 〇〇系フレーム」を持つ機体で、••人型”であることの制約を回避するために開発された。そして GAT - X 1 05ス 
トライクガンダムは、 XI ◦◦系フレームのコンセプトを継承しながら、多種多様な戦術に対応できるように進化した機体 
でめつ^:。 

デュエルガンダムは、連合の 「 G 計画」によって完成した5機の MS の内、もっとも初期に作られた機体であり、性能面に 
おいても標準的な値を示している。それでも、 PS 装甲や携帯型ビーム兵器の実装など、その基本性能はジンなどを始めと 
する従来機を圧倒する。ただし、フレームと内装機器および外装などのマッチングがあまり練り込まれておらず、そのボ 
テンシャルを存分に発揮しているとは言い難い。 

J てスターガンダムは、ビーム撹乱幕などが展開された環境下における長詎離砲擊戦、あるいは対艦戦闘などを主眼にお 
いて開発された。つまり、中、長詎離の兵装を運用するための機体であり、近接格闘に対応する能力はさほど勘案されて 
いない。ただし、装備する長詎離兵器の運用に関して、実体弾砲とビーム砲を砲身の組み替えによって即座に使い分ける 
など、■•人型'であることによる優位性は充分に確保されている。また、機体各所にミサイル/□ケット弾兼用のポッドを装 
備しているため、中詎離戦闘においても破格の火力を発揮する。 

XI 〇〇系のコンセプトに基づくフレームを持つ3番目の機体となったストライクガンダムの特徴は、■■あらゆる状況下 
で運用可能な汎用性を持つ"機体であること 
で、戦術や戦況に応じて兵装を交換すること 
が可能である。それぞれの兵装はストライカー 
パックとして規格化されており、前線での運 
用変更を可能とする支援戦闕機※16も並行し 
て開発されている。 

その一方でストライクガンダムに採用された 
フレームは、デュエル、バスターを経た XI 〇〇 
系フレームの進化型としての側面を持ってお 
り、非常に優れた*■身体能力”を備えている。特 
に四肢の可動範囲や躯体の柔軟性は先行する 
2機を圧倒しており、あたかも人間そのものの 
ような運動性を獲得している c すなわちストラ 
イクガンダムは、••人型機動機器"としての MS 
のひとつの到達点であると言うことができる 
のである。 

用語解説- 



+14ブリッツガンダム 

を烹番号は GAT-X2C7: a 会が 1 « 
癸し.サフトに蓴〇 nr こ gat - x シリー 
ズのうちの一囑で.杇殊?I貶のミラー 
ジュコ□イドを装儂して SO. PS 装 
日の供圬はできないものの.各** tz ン 
サ ーI5S ろか？5匿でも不可*となるた 
5D. や_擊浲«に最運の，沽で© 
る，パイロットはニコル • アマルフィ： 


•••15イ_ジスガンダム 

空式番弓は GAT - X 303: 灞合が焚 
癸し.サフトに奪 onr こ GAT-X シリー 
ズのうちの一*で. fS の3«とはまつ 
たく興なるフレームを? 55. MAS "? 
へと SwT ることができる • 司令 ft と 
しての運尾が想定されていたた® • 3 
«!«!貶る元*している。パイ□ツトは 
アスラン•ザラ， 


•M6 支 aitH 釅 

アークエンジェルにされ r こ支理 
スカイグラスパー! 5. で 

分な力をもっているが.さらにス 
トライクガンダムとストライカーパック 
を H 圬することがで5る：しかも，ただ 
虫に各*•ストライカーパックを IT 楝まで 
運薄 T るだけでなく.スカイグラスパー 
=体がそ n らの装懼を灑用することが 
可 e なので35る， 


GAT-X102 DUEL GUNDAM 


GAT-X 103 BUSTER GUNDAM 


GAT-X 105 STRIKE GUNDAM 
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PERFECT GRADE 



MODEL NUMBI 
PILOT : KIR 
HEIGHT 
WEIGH1 
ARMAMENTS : 75mm 、 
CIWS (close-in weapon s 
Assault knife "Arrr 
BEAM PI 
GRAND 5 


GAT- 
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?ER : GAT-X105 
RA YAMATO 
•:17.72m 
IT ： 64.8t 

i Automatic multi-barrel 
system) "Igelstelung" X2 
mor-Schneider" x 2 
?IFLE XI 
SLAM XI 


X105 

lILULlJ — 

10BILE SUIT GAT-X105 
























武器 



XI00系フレームには広範な汎用性が求められた。その中には、「人間が使用する'武器-は、すべて使いこなす」という命題も含 
まれていた。近接格闋用のアーマーシュナイダーを最大限有効に使いこなすためにも、 MS の-身体能力の高さ-が求められたから 
である。 GAT-X シリーズと同時則 こへ リオポリス:: *n 7のモルゲンレーテ支社で開発されていた MBF 系の機体(アストレイ※18シ 
リーズ)の設計思想も、特に汎用性を重視した点でストライクガンダムと非常に似通っている。その中のレッドフレーム《19と呼ば 
れる機体は、とあるジャンク業者の手に渡り、本釆の開癸計画とは一切関係なく運用された。その際、レッドフレームは「ガーベラ 
ストレート※20」という名の実体剣を'使いこなじごいた。ザフトが使用する MS ジンも、当初より実体剣を常罔じ C おり、戦争 
当初より運合が投入する MA に対する優位性を証明し続けていた。 MS が汄型機動兵器-であるならば「腕の延長としての武 
器」である剣を使ろことそのものは実に自然な発想であり、連合もその教訓を活かす形で MS 用の-刀契/を開発じ C いた。 
ただし、連合は、より強力な-ビーム-兵器とじこの-劍■■を開発じ C いた。しかし、その威力は実戦で証明されたわけではな 
く、信頼性もまた同様であった。そこで連合は刃全体をビームのみによって形成する「ビームサーベル」、そじ T「 実体剣」と、 
「実体剣とビーム」を組み合わせるという、三種の-割-を並行じ C 開発したのである。 

ストライクガンダムが「刃物」を装備するのは、その武装のほとんどを■■後付け”することが決定 U： いたためである。出 
擊時には各種ストライカーパックのし)ずれかを装備することが前提であり、それらを装備しなし)状態での戦闋は想定外 
であった。ただし、その逆の場合、戦!!などによる損耗に備え、緊急避難的な武装とじ T、 頭部イーゲルシュテルンとアー 
マー シュナイダーが装備されたのである。ことにアーマーシュナイダーは、携行可能なサイズに折りたたむ形で腰部の 
専用ホルダーに！•又まっており、しかも、 PS 装苧やビーム兵器などのように膨大なエネルギーを消羚しない。この時期 
の MS はバッテリーで稼墼していたため、パワーダウンの限界まで戦闘能力を喪失しないための武装なのである。 
ストライクガンダムが「刃物」を装備するのにはもうひとつ理由がある。 MS が刀剣を人間のように「使いこなす」た 
めの「技能を修得」できるかどうかを評価するトライアルを行うためである。ことに、実体剣はビーム劍とは違い、た 
だ振り回せば良いという武器では決じ C ない。单純に物理的な-辰度■を越えた「切れ味」が厳然とじ C 存在する。対 
象に当たればそれなりのダメージは与えるだろうが、单純に 0S では補えない何らかの_スキル"が必要なのであ 
る。それがパイ□ットの技能によるちのなのか、®るいは MS の機能によるものなのかは判然としないが、ストライ 
クガンダムは現時点で'人間の挙動を再現する_ことに最も秀でた MS であったということができるだろう。 
「XM404 グランドスラム」は、ストライクのオプション武装とじ C 開発されていた巨大な実体刀剗で、打突、斬擊系 
のあらゆる戦関に対応することを目的とじこおり、その運局試験结旲は上々だったといわれている。ただし、同糖に 
はすでにアーマーシュナイダーの装情が決定じ T いたため、この武袞は近接戦！!罔の武装を持たないパスター周 
にスペックを圧縮したうえで袞懾することとなっていた。その矢先、ノ (スターを含む4機の MS がザフトに強奪さ 
れてしまった。その後へリオポリス目体が崩壊じ C しまったため、実際の運罔試験の结杲はおろか、試作晶の所在 
なども一切不明となってしまった J グランドスラム」は、その後、開発計画目体が苗に浮いてしまっているという C 



£9MI!： AM 


用語解説_ 



糸17へ U オボリス 

L 5 に¥三する7—プの聚コ 
□二一で.キラ灑が遇うエ*カレッジ 
があった：アークエンジェルや G 兵器 
- I — — 一 

を立司して万ーブはアストレイの3, 
のブロトタイプを if 3していた：サフ 
卜の クルーゼ 浮による GSS 毪蓴を巨 
的とした P 擎のため萌*している c 


-M8 アストレイ 

中:！！で S るはすのヘリ： r ボリスに S 
し、て7—プがに w 発していた MS: 
その凳©に15ご i す a 会のほ:で 
n ている e 5な?/に 「ASTRAY. と!3 
または r 決して王通ではない¬ 
といつ r こ Sr チがある： 蚤に Ml アストレ 
イとして麗5されるが.ブ□トタイプ 
の MBF-P01 〜 P03 の3相： 

台をたど 0. へリオポリスのから 
an ている： 
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BEAM RIFLE 

■5 フ mm 高エネルギービームライフル 



運合製の MS は、基本スペックでザフト製の MS を 
凌ぐ必要があった。そのため、小型軽置で強力な武 
装は必須条件とされた。 GAT-X シリーズの5機は、 PS 装甲とビーム兵器の採用 
によってそれを実現している。このビームライフルはX100系フレームの基本武 
装であり、デュエルが使用するものとほぼ同じ機能を持つ。実体弾による同サイ 
ズの銃器を遥かに上回る威力を持つが、実際には、パワーの消耗が激しいため、 
容置に余裕があるエールストライクの状態での使用が望ましいとされている。 



ARMOR-SCHNEIDER 

■アーマーシュナイダー 

ストライクの基本装備である高硬度金属製の折り畳みナイフ。両サイドの腰アーマー 
に内蔵されており、通常の装甲を持つジンクラスの機体であれば容易に切断、貫通が可能であ 
る。；:；!手でも逆手でも使うことができる取り回しの良さも特翬される。ある意味最後の武器ではあるが、 
実際の戦闘においてもその有効性は実証されている。使用時には刀身が鬲周波震動ブレードとして機能するため、 PS 装甲で 
もない限り、原理的に傷つけられない装甲材は存在しない。このブレードの製造技術の出所に関しては詳細が不明の部分が多 
く、謎の技術者集団の関与も取りざたされている。 



§躁卜 D 



物理的な攻擊を相殺する PS 装甲の唯一のウィークポイントであるビーム 
兵器を防御するための装備。表面には対ビームコーティングが施さ 
れており、ビームの直擊を受けても、その運動エネルギーや 
熟置を拡散吸収することができる。構造材目体にも特殊な共振現象を 
起こす固有振動数を持つ部材が数種類組み合わされており、こ 
れらの合金がミク□単位で制御された独目のトレッドパ 
ターンを形成し、微細な震動を恒常的に繰り返すこ 
とでビームを偏向、屈折させる。一見、 MS の最終 
装甲としても有望であるかの様に思えるが、その 
特性上、金属疲労が激しい上に PS 素材との相性 ’ 

も悪く、 MS 本体の装甲としては実用に耐え得るもので 

はない。 GAT-X シリーズの基本装備であり、デュエルガンダムが使用しているのは同等品のカラーノ（リエーシヨンである。 



AILE STRIKER 



SWORD STRIKER 



LAUNCHER STRIKER 


ストライクガンダムの機動力を向上させるた 
めの装備。大出力のスラスターとして機能するほ 
か、大気圈内においては•飛绍'も可能と T る。特 
に重力下での戦闘において「エールストライクガ 
ンダム」は圧倒的な椴動性を発揮する。新規に開 
発されたパワーパックを内蔵しているため、スト 
ライク本体の稼働詩間も大幅に延長されるほか、 
項数の同装備を,貧欠換装すれば、母艦に帰投しな 
くとも機体に電力を供給し続けることも不可能 
ではない s 

用語解説- 


敢蜜浮や MS 舀涿のただ中に突貫し•乱戴の中 
で血路を関くような戰い方が可能となる S 「1 5フ8 
メー トル对《刀<シュペルトゲベール〉」は、刃を 
レーザーで形成するビーム/実体ソードで、戦« 
を B 雨街できると言われている J ビームプーメ 
ラン〈マイダスメツサー XI は左肩に装鋦 T る投第 
武装で*投げると弧を拒く I 卩.道を飛び.敢劈を損 
壊させた®と目劈まで戻ってくる。「ロケツトア 
ンカー< パンツァーアイゼン〉」は.左闲に装馕さ 
れるシールドとアンカーを黃ねた装備で.防街の 
ほか.敢劈の插1や差引などに B 使罔でさる-- 


ストライクをノ（スターに近し他格の MS 
へと変貌させる装 ㈣ 。右肩に装着される?震 
合装馕「1 20 mm 対艦バルカン硿/2連装 
350 mm ガンランチヤーコンボユニット J 
は、接近する敢に対して使用する襦助的な 
武装で®る。 「320 mm 超鬲インパルス石包 
くアグニ〉」は、対要塞戦でち運罔可能な大 
出力硌だが、コロニーそのものを破壊する 
ほどの威力を持つ r こめ、逆に使い方が難し 
い装備でる。 


•119レツドフレ_ム 

MBF-P02 のナンノて一を?§つプ□トタ 
イプアストレイの2台目--ジ^ンク屋の 
ロウ•ギユールが奥»としている《女に 
-ガ ^ラストレート，:笑一又？」と序ぶ 
n る买务.を入手 U 以主式装として 
いる：？さ殊なインターフIイス「日」によ 
0. ナチュラルの□ウでち充分以上に55 
うことがでさる， 


*20 ガーべラストレート 

レッドフレームの-厗丈$ 
n ちなく MS サイズの「日: r 刀」で5 
る，パイ□ットの□ウが粟吊で入手し 
r こ5?には®民不®なほど傷んでいたが. 
その E 夭を£る S 人ととモ> に*5項を3 
し S げ.以采.手 S すことなく§闰し 
«けている t 
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QE .70 年 2 月 11 日。地球運合は、かねてよりプラント理事国の方針に従わないプラント※21に対し宣戦を布告。月面基 
地よりプラントへの侵攻を開始した。数日にわたる戦闘の末、同月14日、連合はユニウスセブン※22プラントに対して核 
攻撃を敢行。24万3721人にのぼる一股市民が犠牲となった。これが後に r 血のノてレンタイン J と呼ばれる惨劇である。 

その後、プラントの独立宣言に呼応したオーブ連合首長国代表による中立宣言や、連合による南アメリカ合衆国の併合、 
大洋州連合による「親プラント宣言」などがあって、地球上の勢力図は一変する。 

数次にわたる戦闘の後、ザフトは「ニュートロンジャマー*23」散布を含む「オペレーションウ□ボロス」を発動。深刻なエ 
ネルギー危機に陷った地球連合国家の混乱に乗じ、大洋州連合オーストラリア池区のカーペンタリア港に基地の設営を敢 
行する。そして、第一次ヤキン•ドゥーエ※24攻防戦を経て、両陣営は月のグリマルディ•クレーターを境界として「グリマル 
ディ戦様」を形成。力ーペンタリア基地の完成に伴うザフト軍の地上攻珞が本格化する一方、グリマルディ戦線においては 
エンデュミオン•クレーターをめぐる攻防戦が展開され、連合軍の第3鹾隊は壊滅するものの、鉱床および施設の破壊のた 
め「サイク□ブス※25」を暴走させた連合軍は、事故か故意かは不明だが自軍を巻き込みながらもザフト軍の擊破に成功す 
る。この敗退により、グリマルディ戦線の放棄を決定したザフト軍は、月よりの一時撤退を決定する。この時期以降、大規模 
な軍事行動は減少し、地上•宇宙を問わず小競り合いが繰り返され、戦局は膠着状態に陥る。 

ここに至り連合は、状況打開策の一環として、かねてより第8艦隊司令八ルバートン准将によって提案されていた連合 
製 MS 開発プロジェクト 「 G 計画」を発動。中立国オーブの半国営企業「モルゲンレーテ※26」を巷き込む形で、運用®となる 
「アークエンジェル*27」共々、本格的な開発計画を実施する。 

連合による MS の開発が始まったのは、一般にこの C . E .70 年の7月以降のこととされているが、実際には、 C . E .69 年に 
ザフト製 MS のジンが実戦投入された時点で、宇宙戦闘における MS の有用性を見抜いた大西洋連邦宇宙軍第4艦隊の八 
ルパートン大佐(階級および所属は当時のもの)により、コードネーム 「G シリーズ」の開発が軍司令部に上申されていた 
のである。 

ことあるごとに首脳部の決定に異議を申し立てる八ルバートンを快く思っていなかった一部の人間が積極的に黙殺し 
たため、この時点で彼の提案は却下されるが、一部議員の援助などを得て計画は極秘褢に進行していた。だからこそ、運合 
が MS 開発に乗り出して後、不目然に思えるほど驚異的なペースで計画が進渉したのである。このプロジェクトは連合内で 
も最高ランクの機密であり、内外の謀報機関から秘匿され続けた。実に C . E .71 年初頭に至るまで噂にすら上ることはな 
く、ヘリオボリスが襲撃されるまで、その信憑性は疑われていたのであった。 

C . E .71 年1月2〇日。「血のバレンタイン」に端を発する開戦から11力月余りが経過していた。その間、連合はザフトへ 
の反抗計画を着々と進行させていた。そして中立国オーブのコロニー「ヘリオポリス」において、5機の GAT-X シリーズと 
新型戦腔「アークエンジェル」が□ールアウトしようとしていた。 

同月24日、 L 3 宙域に連合軍の新型極秘軍事衛星が建造中であるという情報を得て、戦艦ヴェサリウスで出擊した 
クルーゼ隊は、その情報が誤りであったため帰途に就いていた。ところが、へリオポリスに潜入していたスパイから、 
連合がそこで MS を開発しているという情報 
を入手する。 

翌25日、折しも GAT-X シリーズとアーク 
エンジェル受領のため、偽装した連合軍のク 
ルーが入港して間もなく、連合製の MS を奪取 
すべくクルーゼ隊がへリオポリスに潜入。陽動 
のための MS 部隊が コロニー 内に侵入した混 
乱に乗じ、クルーゼ隊のノてイ□ットらはモルゲ 
ンレーテの工場からデュエル、バスター、イー 
ジス、ブリッツの4機の GAT-X シリーズを強 
奪する。そして、その場に偶然居合わせた少年 
キラ • ヤマトは、はからずも友人たちを護るた 
めストライクガンダム※28を操縱することにな 
る。そして、調整が終了していなかった未完成 
の os を瞬く間に書き換え、本来の■•強さ"を取 
り戻したストライクガンダムを駆って、クルー 
ゼ隊を退ける。しかし、この戦關によって構造 
基部に甚大な損傷を被ったへリオポリスは数 
時間後に崩壊してしまい、キラとその友人たち 
は、ともにアークエンジェルへと身を寄せるこ 
ととなった 。 

かくして、コズミック • イラ※29の終わらない 
明日が始まった。 


Nazca class 
hiah-speed battleship 







用語解説 _ 



嵌21プラント 

「プラント J とは.宇茧空«に人男 Itfg 住■るための人工天 
体汚15の名 r . 旧世代の b のが「スペースコロニー J と荇ば n 
ていたのに对して.钫世代の5拉としてのニュアンスが so 
込まれている, P . LA _ N . T. …… Productive Location Ally cn 
Nexus Techno ! ogy 「 プロダクティプ-ロケーシヨン-アレ 
イオン- ネクサス•テクノ □ジー」 

「プラン-」とは.上の S 蕖の通文？をつな1ブ厂 こ 語:* S とし 
ては.「紹合的テクノロジーによる生 SfitE 5 ij * 会体」,宇宙 
空閾における.无；！的なテクノロジーの集 f によって実？？し 
た•生 s 劣由で® a その要また无進的 g テクノロジーの 
所麼であることを》茂に含めている。 ま r こ 「アソイ j という s * 
を含めることで，「プラント」は*?刀からその m の中に 3 s 笾の 
515が興合じ c 活動しているという*茂がこのられている， 


$22ユニウスセブン 

と= 55に*合霣の*ミ汶擊 
を受けて20万を S える住民び 
*投さ nr こ プラント e rci のパレ 
ンタイン」の興台となつ r こ 汚 is で 
50,コー ディスイターとナチ ユ 
ラ)しの対；2のとなつている： 
残«はし5ね2,ブらはずれ.デブ 
IJ ペルトを:している， 


糸23 ニュート □ンジ ，マー 

ヴフトによって閜茺ご nr こ？5分裂反 m 
抑ゼ泾臞のこと:また•そのや;5果の 
ことち拒す。いりゆる 「 e のバレンタイン」 
のとしてザフトが字§3¢へし. 

球にちそのテノてイスを中3 く貧5込 
んだ。そのデノてイスの影町では.目 S ネ 
性子の§5きが运 szrn . kck は: jir 反 
応を g こすことができなくなるほか .3 
•3芒 s 害さ n る,この r この.]?•子力発■に 
依?？してい r こ!^逢合各言は:フ5:なエネ 
ルギーに5§つた: N ジャマーとる表 
記する， 


■ 24 ヤキン • ドウーエ 

ftSSS 圬の小¢5!を®寧要雷とし 
たもので.サフトはここに多 SJ の兵力 
を E ■し•プラントの最玲訪*ライン 
として運.申している。また,ザフト霣の 
兵 B で®るジェネシスの ial さ 
としてる使わ r \ る="5なみに r ヤキン」 
とは.ソロモン笮 K の爾絹？<の22：の 
闩铉に e 采する•右髡の技は r ヤキン 
(〇」を， S 免の6は「ボアズ(力 ) J 
芝*茨する。このふたつが g 合するこ 
とで「安が生じるとごれている s 
r ドヮーェ ( Due )」 は伊轾で「2」の ] IU 


HeriOpOllS-MORGENRbTE- 


Attack heriopolis 


PM.N.I. ENFORCER MOBILE SUIT GAT-X105 MTSKE GC2DAM 











用語解説- 

•卜25サイクロプス 

合霣アラスカ墨: s の也下に 
段雷 trn ていた兵器で.ブフトによ 
る大規礪な侵攻作 tt 「7 ペレーシヨ 
ンスピットブレイク」に？ j 抗すべく使 
苺さ n . 防衡任務についていた及 K 
こ-とザフトの侵玫茭汴を置*し r こ 
その及理はマイクロ s で生体内の水 
r を急送に30熟するというらので. 
有内にいる生^3を *5 ■ベて«壞 
てレアメタ 

. :〇至入した氷を解己せる?; 

:：15胃で®ったが.月宜のグリマル 
ラ tlW でち®周されたことが5る。 


•: -26 モルゲン レー テ 

オーブ*合菌艮国の S 3* 
企興だが.必ずし S：? ■—ブ 
の*向にのみ这つてい 
るわけではなく. 3合各国 
からの投資实蠘ら多い： ： J 
合による 「G 針里」に!?至し 
たのは. S 目に MS を W 癸し 
よ5との思つたた© 
で®つた t : r 社は； r ノゴロ 
* に sa GAT-X シリーズ 
とは浅からぬ因罎を》っ, 


•: -27 アークエンジIル 

へ U オボ 1 J スで it 透された 
建*? «!IC 圬装¥の_番雀： T 
朶は MS の * 罔や溪電子2兹 
萏の®司 S 験や聒規の 》ir 了を 
策足 T るた C の实験*で5つ 
た，サフトによる G シリーズ 
強奪の混乱のさなか.成0行 
きで入され.以3各3 
を乾！ K することになる： 


:28ガンダム 

G.U N . DAM .= Gersra ! Unilateral 
Neuro-Link Discersive Autononic 
Maneuver Syntnesis System =® 万 
写の分••によって §•:»«!： を 
S こなう:.て.圬 6 会注システムという名*: 
CMS 圬 QS のこと a へリオポリスで逢3 
てい r こ gat - x シリーズに=3の云 
ので•キラ•ャマトはこの_文？0、らスト 
ライクのことを「ガンダム」と：?んでいる 
が, GAT - X シリーズの货 r ? 

たはソナンバー J で 5 D . g 有の名ぐ哆そ 
n そ n ストライク.イージス.ブリッツ,パ 
スター•テ;!エルで5る： 


士 29コズミック•イラ 

旧世 J6 末に定発した世界規* i の《 
id 二天アジア M (カシ 
a-jut&f?) において吒吴器が®罔 
された：これを*に.世界中で *5 争 
4笔の泛運が驀ま 0. G の®罔から 
S よそ9年後に ti 争は大3洋 
iSS. ユーラシア逢?5,アジア共和 
S などが成立したのに伴い， S3 主 
導のると，5_13が5玥ごれること 
とな D 民定された=元年は nt* の 
*rj が •：！ 闰さ n た年に15定 jrn てい 
る， 表記は rc.Eje 




■ 


マーク指定位置 

GAT-X105 STRIKE GUNDAM 


※下のイラストに指示の無いシールは好みの 
壩所に貼ってください a 
卍=数字は、シールの番号です。 





(反対 i ’ b 同様） 




PM.N.I. ENFORCER MOBILE SUIT GAT-X105 


的 Tmlcm GUNDAM 


0 


- 13 - 




































© 

(反対側 B 同様) 



_®( 内刹©) 
$11⑦(内倒®) 


+マーキングシールをさらにきれいに貼りたし M* 合は、透明な余白をあらかじめ切り取ってお貼り下さい: 
的面等へ貼りこむ壩合には、切り込みを入 n る等をするとよいでしよう。 


のマーキングシール指示は一例です。イメージに合わせてお貼りください。 



































































己あらかじめ切り取ってお貼り下さい。 


ださい。 



MARK LOCATION 
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CONSTRUCTION 

MANUAL 


GAT-K105 STRIKE GUNDAM 



O . M . N . I . ENFORCER MOBILE SUIT GAT - X 105 


{QARMOR-SCHNBDBi < ァ - マ - シュナイダ - > 


JDSHOULDBI ARMOR <シ 3 ルダ - ァ - マ-〉』 
L RIGHT ARM UNIT < 右腕〉 


□ 的 DY 《ボディ〉 


□ HEAD UNIT <9描〉 





□ BEAM RIFLE < ビ - ムライフル > 


RIGHT LEG UNIT <«n> 
S WAIST UNIT 〈腰部〉 


(BARMOR-SCHNQDB) < ァ - マ - シュナイタ-〉 


< シ _ ルド〉 


D+S+0 RIGHT LEG UNIT < 右脚〉 


P.D2-P.D5I 0 SHIED ぐンールド〉 


P.13J 


□^□LHT LEG UNIT 〈左脚〉 


LffT 

UNTT 


P.D2~P.06J [0G_DSLAM 〈グランドスラム〉 


P.14J 


S WAIST UNIT く腰部〉 


P.0G-P.07J mSHOULDER ARMOR 〈シヨルダーアーマー〉 


P.14J 


m 的 dy < ポデイ〉 


BHEAD 


□ BEAM 


UNIT 

RIFLE 


〈頭部〉 


P.08 〜 P.11 j E+E RIGHT ARM UIVIT < 右腕〉 
P.1 卜 M2J E+ELB7 ARM UliT く左腕〉 


P.15 〜 P 


P.15 〜 P 


〈ビームライフル〉 


P.12 | EBARMOR-SCHNBDER くアーマーシュナイダー〉 .P.17J 


ILl 

ILl 
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ス 

卜 



《組み立てる時の注意》 

•組み立てる前に必ずお読みください。 

•部品は番号を確かめ、ニッバーなどできれいに切り 
取ってください。切り取った後のクズは捨ててくだ 
さい。 

•部品の加工の際の刃物、工具、塗料、接蕭剤などの 
ご使用にあたっては、それぞれの取扱説明 S をよく 
読んで、正しく使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった所があるもの 
もありますが、気をつけて組み立ててください。 

•塗装にはより安全な「水性塗料」のご使用をおすすめ 
します。 

•このキットの組み立てには +( プラス）ドライバーを 
使いますので別にご用意ください。 


(Z) 

• 播■を T るところ 

H®) 

• シールの#号 

. デカールの#号 

•反対側に取り付 

/ ズー ツ 

ける 

•甬侧 に 間じパーツを 

E り付ける 

D 

• 向きに注意して 

K り付ける 

/ 

■ ビスの*め T ぎ1 

こ 注*: 

• 切り®るところ 

^2] 

• s 品を a 僅の價数 
作ります 

(5 

• 先に組み立てま T 

• 後に組み立てます 

• aa に 合わせて 
固めさせます 

•どちらかを選んで 

E り付ける 

■ 

•反対*も闻じ《 
動かします 

t うに 


パーツリスト 


A 八ーツ 


(スチロール樹脂： PS ) 



IfUBSSI (x2) 

(スチロール樹脂： PS ) 



BBSI (><2) 

(スチロール樹脂： PS ) 




























































































































































電 j 也金具 パーツ 


発光ダイオード (YELLOW) 


電池金具 •A 霉池金具 •B 









〈お贾い上げの お客様へ> 部品をこわしたり、なくした時は、「部品注文カード」に必要な部品の記号/番号/戥屋をはつきり 
霱 いて 切り取り、郵便局で 定額 小為替をお贸い求めいただき、 封霤 （裏面に必ず、お客様のお名前、年*、ご住所を明記してく 
ださい。） にて下記までお申し込みください。 代金は、料金表通りです。為替証書は無記入（白紙）で同封してください。なお、 
部品の形状 • 重盪で郵送料に過不足が 生じるときがあります。部品発送の際に表記額を超える時は不足分を請求、表記額以下 
の時には 残額を お返しいた します。もし部品に不良品がございましたら、その部品を切り取り.商品名を 書いて、 下記まで 封 
塞に てお送りく ださい。 良品と交換させていただきます 3 

-電話受付時間月〜金曜日 

■申し込み先〒424-8735静岡県静岡市滴水西久保305 (祝日を除く）1 0 時〜 16 時 

(株 リいノダイ 静岡相談センター TEL 0543-65-5315 . 電話番号は よく確かめて お間違 


〈料金表〉♦部品代は1個の料金です。 


いのないよラにこ•注意ください。 


跑番号 


解説！ 

EO 

F © 

〇❾ 

RO •❺ 

駘金具 . AB 

顧才-ド 

ダイカスト AB 

マ-キングトル 

ビス 

mm 

部品代 

200円 

300円 

100円 

100円 

150円 

各100円 

各40円 

300円 

各100円 

40円 

10円 

各40円 

郵送料 

200円 

200円 

140円 

140円 

140円 

120円 

120円 

120円 

120円 

80円 

80円 

120円 


For Japanese use only . 


部品注文カード *04.1 I / O 〗31413 *14000 

- バーフエクトグレード 

1/60 SCALE GAT - X 105ストライクガンダム 


必要な部品の記号 • 番号 • 数量を書く 



※コピー使用可 























































































































































































組立 II で使用するパーツ 



< 1 >| 


(D) 丁 ® 

L ❿ A J 



L ❿ 

(B) 


縛； 

令 k 


-r 、 J ] 

(向きに； at !) 


T @ 

(先にはめる） 



LO 


V 


L ❸ 


1 1 
、 I 


\ 1 

II 

趣 - 丁 ® 




T ❼ 

、像 


i 


L ❿ 





T ❽ 



L ® 



T © 


LO 


、会、 




<4> 


M 


F ©( F ©) 


(先にはめる） 



F ©( F ©) 



FO ( F 0) 


令 






m 

し© ( 先にはめる） 


PO(P ❷） 


(先にはめる） 




み 


F ❸ （ FO ) 


C ® 



■脚部組立 


























































































































mm 




■脚部組立 


2 3 M 22膠矗簾膽 


CSUB1 














































































































































































■脚部組立 


S3mss 












































































■脚部組立 














































msr«3 





















































































































































腰部組立 





















































組立 0 で使用するパーツ 



m 



□ 


1°1 

u; 


rc 

u ： 

I 


II 






si'l'illlSILI 


|fej 

££JZ1U 


ポチィ組立 


























































































































































ポディ組立 
























































































ポチィ組立 















































ボディ組立 


■頭部組立 





















































































































































< 6>1 


) 


F® 

か 





§ 



ボタン電池（別売り） 
(CR1220) J\i 

(D) 





旧 


廳飄 I 


ポタン電池の交換方法 




• 組立己で使用するパーツ 



W'l 



§i 



一 r 

l3LS 


m 


SF1 

Si 

mm 

2 

H 

mi 

A 

s 

■ 

_r.1MMMP.1MM 








■頭部組立 


■武器 





















































































































































































































































































































NO (先にはめる） 

c® 





シ 


nnu 





ルダ—ア—マ—組立 


























































































































































i 




7 MM 32膠羼膠論 


12 

■腕部組立 
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FX- 550^=1 PERFECT GRADE] eiOM/ErXOl 



地球連合軍大気圏 内用 複座戦■機 FX - 550 「スカイグラスパー」 + AQM / E - X 01 「エールストライカー」1/60 スケールパーフェクトグレードモデル 


BANDAI 2005 MADEIN JAPAN *；■ 写找の完成品は、途裝してあります。 
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A 注 



必ずお読みください 

この商品の対象年豳はII 5才以上です。〈説い部品がありますので、安全上15才宋滴には運しません。〉 

小さな部品を□の中には絶対に入れないでぐださい。窒 S などの危険があります。 

' ビニール袋を頭から被ったり、顔を沿ったりしないでください。窒总する恐れがあります。 

響小さなお子様のいるご凉庭では、お子裡の手の届かないところに保行し、お子様には絶対に与えないでください。 




《組み立てる時の注意》 

_組み立てる前に必ずお読みください。 

•部品は番号を確かめ、ニッパーなどできれいに切り取ってください。 

切り取った後のタズは捨ててください。 

镰 S1I 品の加工の際の为物、エ玛、塗料、接浴•剤などのご使用にあたってはV 
それぞれの取扱説明 B をよく読んで、正しく使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった所があるものもありますが、 
気をつけて組み立ててください。 

春塗装にはより安全な「水性塗料」のこ使用をおすすめします。 

























... H * ~ 

I "V 

— 1 / 

\ 1 \ M j 

Ml I ノ 

t f - 

1 1 



rn 






「 -1 

x 2 

t _.... 」 



〇 

. 


m 




M 

* n も，’ 二’ こし 〆 ） 

■ ン _ ルの播.嚷 ； i 

• テ カールの# 〆 - 1 . • 

■ /:4” 匁 : R り 

/ ^ f -1? J , h • t 

W ^ んーノ 

* 両側に同じ パーツを 
取り付ける 

，向きに注意して 
取り付ける 

-1 ハの 11 め4- M ： 

:乂务 

* 切り取るところ 

• 部品を数健の個 S 
作ります 

• 先に網み立てます 

骨後に組み立てます 

. k " V ■ -へ j > ^ ■- 

5 ■ - K ' 1 1■ • t -_ n 1 - t 

r > .* ^ \ 1 卜. 11 .-い 

3 _ ■■ ’i ■ 1 “ ' ! 

_ どちらかを選んで 
取り付ける 



反対側も问じよう 
に恥かします 



パーツ U スト 



ESI^EI (スチロール樹脂: ps ) 

I !-- “ , 

❹❸ . ^ © © 


u バーツ 


(スチロール樹腩: PS) 


Vバーツ 


(スチロール樹脂: PS) 


❹ 


❷ 


© 

© 


❺ 
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•マーキングシール…1 


《お買い上げのお客様へ》部品をこわしたり、なくした時は、「部品注文カード」に必要な部品の記号/番号/数12をはっきり ffl いて切り取り、郵便局で 
定額小為替をお n い求めいただき、封 a (® 画に必ず、お客様のお名前、年齢、こ住所を明記してください。）にて下記までお申し込みください。代盆は、 
料金表通りです。為替証0は無記入（白紙）で同封してください。なお、部品の形状 ■ ms で郵送料に過不足が生じるときがあります。部品発送の際に表 
記額を超える時は不足分を請求、表記額以下の時には残額をお返しいたします。もし部品に不良品がございましたら、その部品を切り取り、商品名を遇い 
て、下記まで封書にてお送りください。良品と交換させていただきます。ご記入頂いた個人怊報は、商品•部品の発送業務以外には使用いたしません。 

■申し込み先〒424-8735静岡県静岡市清水区西久保305 (株)バンダイ静岡相談センター TEL 0543-65-531 5 


:料金表》•部品代は切り取った1個の料金です。 


邵品番号 

組立説明 ■ 

WF パー ッ 

W □❹ •© 

Z パーツ 

マーキングシール 

その他の部品 

部品代 

200円 

500円 

各100円 

1本100円 

40円 

各40円 

郵送料 

200円 

390円 

200円 

140円 

80円 

120円 


茁話受付時間月〜金腿日（祝日を除く）10時〜16時 
屯話番号はよく確かめ r お間遐いのないよラに 
ご注憩ください。 ' 


For Japanese use only. 

_ 注文力 


'05.06/0134 101.5000 
フエクトグレード 
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(58 んで取り付ける) 



H スカイグラスパー 
取り付ける時は 
ここに差します。 


(切り取る) 
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本機は典型的な 6t 本質的に安定でない 
航空機”である。 MA (モビルアーマー） 
に匹敵する機動性を獲得できたのはその 
ためなのだ。 


■ II 




COCKPIT 


BEAM CANNON 


コクビットは、本果ならナビゲーター/ガン固定武装としては S 大の威力を誇る大型ビー 
ナ-が搭乗できる街座式であるが、雄独でム砲。コクピットからも操作でき、銃座が回酝式 
の操縦も可能になっている。 なので、側方の敵機を狙擊することもできる。 




rnrnm lit 讓 


\ THRUSTEIL 


限足的では®るが可能。椴体後部と両遛端機体下部の前後にベクタードスラスターを装 
のウエボンベイは、 GAT - X 105 の错部と H 備しており、トリツキーな機動やリバーススラ 
部の形状を楔している。 スト、さらに V-TOL (垂直離陸)も可能である。 


C.E.ST0RY - 

〇£ぉ70年2月11日。地球連合とプラントの問に戦争が勃発し、地球連合茁は ZAFT が開発し 
た新兵器 MS 紐の威力を目の当たりにした。問戦からおよそ5力月後、状態に陥った戦局を打 
開すベぐ連合軍首脳はかねてより提椠されていた MS 開発計画を実施した。主力 MS である 
GAT - X シリーズは中立国家オーブの n 源衛星へリオポリスにおいて開発されたが、他の兵装や逆 
用檻などは既存の傘下の企業にも発注された。本的に当時 MS は（ジンの解析から）コーディネ 
イタ—の势体能力によって超用が可能な兵器であ1 3 、達合においても主力兵器となり沿るかどうか 
茁上 K 部においても疑問視する声が多かった。実際、戦争勃発以前より連合勢力の主力兵器であっ 
た MAKf 3 は、開戦以来萏前線でそれなりの戦果を挙げてもいたため、茜後策として対 MS 戦關こも 
耐え^る兵器の開発が並行して進められることとなったのである。 PMP モ 4 社が開発したスカイグ 
ラスノ〈一は、 GAT - X 105ストライクガンダムの大気同内用支援戦闘機として_発された。操縦に 
は同度な自動化が施されており、鍊度の低いナチュラルのパイ□ットでも扱えるほど操縦性は良好 
であった。逆に、練度の商い/〈イロットが操縦した場合には、対 MS 用に■発された兵装を存分に超 
用することができるように配磁されていた。一般に自動車や飛行機などは、走行や飛行中"安定" 
であることが求められる。しかし、これが競技や戦闘用途となると、逆に“不安定”であることが求 
められる索早い]-ス変更や急唆なビッチ* 口ールなど迆動性能をあげようとすれば 的に 
安定でない機体"のほうが有利だからである3スカイグラスノで一に搭■された制御システムは、機 
侔萏所に設けられたスラスターやオプション兵装の攀動さえ取り込むことが可能な非常に S 度な 
ものであった。スカイグラスパーは、その逆用目的はもとより、大型ビーム砲の搭盹や両麗端の 
ウエボンベイなど、航空力学的に見れば理想的なフオルムを持っているとは5い雛し V しかし、設計 
の初期段階から K /1 A 的な超用が想定されており、特に、ソードストライカーを装備した際の、斬犁やワ 
イヤーアンカーを使った方向転換などといった超用が可能であった。仕様としては、ストライカーパ 
ック各種を装備+運擬できるほか、__戦闘機”としての櫧_性や運動性を維持したまま、対空、対地、 
対沿攻搫までもが可能な万能椴であると言うことができるその口い火力で ZAFT の MS に引け 
をとらない性能を発揮した。 


腎 fii*; 


川詔解説 


Mil じ£.=コスミック*イラ 

r ガンダム SEED 』 シリーズに 
おける年号。旧悅紀末に勃発した 
世界規横®戰争を経て籾定さ_* 
元年は「最浚の核」が使用さ n た 
年に K 定されている* 

2 MS =^ ビル X — ツ 

ザフトが問発した2、出たは4脚 
の歩行肢を持つ f 群のこと。旧 
来の兵器 I こ依存していた i 變合東に 
対して圧®!的な®位にある c 

A3 1\/1众=モビルアーマー 

M S の出■以前に主力兵器とし 
ていて使 ffl されていた汛用嫩敕 
mm , 人型ではない航空/航窗 k 
闘與器の糍称としてち使われる。 
コストパフ a —マンスとパイロット 
の y ■バイバビリティは尚い。 

■^4 PMP 

PM PtPropul sionS Machinery 
Progfess ) 社。巨穴覃_癯‘業。ス 
カイグラスパーは N 社が ATF ( 
Advanced Tacticat Fichtcr 
= 次期戦術戦關拽）として捉絮し 
ていた《 



エールストライカーを装備した本機は、加速 
性能や e 高速度、航続距離などが飛躍的に向 
上し、より“航空機として安定した”スペック 
を獲得する 











































本機は各ストライカーパックを前線の GAT - X 105 ま 
で搬送するのみならず、自らの追加兵装としても使用で 
きた。単に X 105の"支援”に留まらず、多角的な運用 
が可能であった。 


エールストライカーは、 GAT - X 105の機励性を飛■的に向上させる。強力な 
スラスターは、大気圈内での"飛翔”を可能とするほか、宇® 1 空 ra でち圧倒的な 
推力を発拙する。さらに強力なパワーパックも内蔵されているため、本体の稼 ㈣ 
時間も大幅に延長される。 


SWORD STRIKE GUNDAM 


獄圃 STBIKE 酬 DAM 




iii 


川詔解説 


■: -5 於8*隊 

か.1.:)てより MSf;;J 允の必ぶ ■ る:V;「1 J ft u; 
【こヒ中していたドゥエイン■八ルバートン;II 
将 f 匈秦菘とガる f 二 H アークエンジェル 
の数少ない味方だったが、 n;£i 上ぬ戰にお 
いて噍降は塽滅する。 


FX 七5〇スカイグラスバーは、地球降下の際に合流した第8檻隊※ 5 よりアークエンジェルに2機が配備され 
号機にはムウ•ラ•フラガが、2号機にはカガリ•ユラ*アス八が、オーブ到航以降はトール•ケー 


ヒが搭乗して 

いたが、2号機は北太平洋の戦闘で GAT - X 303イージスガンダムに^堅され□ストしている。ムウは元々、 
TS - MA 2 modOO メビウス•ゼロのパイロットであり、同椴はかつて ZAFT の MS に咄一対抗できた兵器であった。 
ただし、有線ガンバレルによる才ールレンジ攻撃は、空間認識能力適正者以外には扱えず、エンデユミオンクレー 
ターの戦い以降:、 生産は [ S ] 易型の TS - IV 1 A 2 メビウスにシフトする。その後、メビウスに代わる MA として FXe 卜 
565コスモグラスパーが開発された。この機体は、 GAT -01 ストライクダガーの支援も目的とし各 ㈣ ストライ 
力—パックも使诩できた。また、有線ガンバレルをストライカーパックとして転用するガンバレルストライカーも 
開発された。さらに後には発展型として TS - MA 4 F エグザスが開発されている。ちなみに、ストライカーパック 
のうちソード、ランチヤー、エールはモルゲンレーテ社製で、 PMP 社による IWSP 挑やライトニングストライカー 


占 6 IWSP 

fnteimted Weapon Striker Pack-feiu!'^ 

: K : パック „ コードナンバーはレー 
ルガンや対！*刀などの哥只鉍と . 複数のスラス 
ターか!3搆成さ n てい S ストライカーパック。 


::+7 5イトニンクストライカーパック 

バスターガンタムとのレールガンを 
主此菸と u 大 a ■のパッチ u —を trui して 
いるストライカーパック。コードナンバーは 
P 204 QX , K 作檄はアクシデントで破壤さ 
n ている。 


ストライカーバックは、他の GAT - X シリーズのように各戦術に特化した牋体を一牌ずつ作るのでは 
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パック57もモルゲンレーテ社に引き継がれ完成を見ている。しかしその應後、オーブは迚合冚の G 攻を受け、 
IWSP はクサナギと共に宇窗へと送られた。その後、 MBF -02 ストライクルージュに実装して迚用试験が行われ 
たものの、第二次ヤキン•ドゥ， ェ 攻防戦※8時には微調整が問に合わず、実戦には投入されていない。 


： B 第二次ャキン*ドゥーエ攻防!^ 

c . e .70^1- [こ勃兜し fc oymm mu 
97 V 年 9 月 2 3 日のボアズ攻防載から 
ZAFT の诏 Ei 大 A 器ジェネシスを浩む屮出 
赴*ヤ奉ジギゥーェの0鯈®経て*を閉じ I 


なく、それぞれに対応した装備を換装することで、ストライクを多様な戦 K [局■に対応可能な万能 
機とするためのシステムである。ランチャーストライカーは遠距離砲 11 ^ソードストライカーは近接 
格_こ対応する。ほかにも、機動装備と武装が H 本化した装備などが開発されていた。 













































































) 






WE© 

(向きに注*〇 


(向きに注®) 


WE® 



0 

< 2)1 


■■■■ 







_ 


K ， 0 「拜: 

剛 


4 m 









組立0で使用するパーツ 


~ \\ — r 

二 H11.H 7^7 1 

B L E 1 H* i し J 

i, • i || |i .. 

Si i ^ ill i ll fflij 

、 y—^ ti ' ^ ' 1 

1 瞥 冒 — 

_ : 1 

' 'J 

1 じ [’.1 ;巧 _ 

」 ： し f 

f , 

j 

J/KLk ： 

V. 

| B ， \ 

I ,_ _ . ■ "" M 

^ ^ 


y •• 参 9 : : ( •卜 / 
卜 — .1 

■1 

rx ar^P 

レ _ L 

r~ 

_■ ] 
: 

p ■■ 1 

^C}j ( -L' 

ン ノ 


壓 












mm 

m m 



HI ルストライカ—組立 
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組立 ID で使用するパーツ 
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rPG ストライクガンダム」（別売り) 
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組立 [0 で使用するパ-ツ 
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(以んで取り付ける> 



1/60 〆 

「 PG ストライクガンダム」（別売り) 
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ぶマーキンクシールをさらにき n いに貼りたい塌合は， ( is ) 

逸明な余白をあらかじめ切り取ってお贴り下さい。 

曲面等へ貼りこむ w 合には、切り込みを入れる污をするとよいでしょう。 


FX-550 SKYGRASPER+AO 


のマーキンクシール指示は一01です • イメねせ r 挪 u < 嫌い 


上下のイラストに掐示の m いシールは好みの壩所に貼ってください, 
3 G 数字は、シールの番号です〇 


Q 


$)(反対_も同樹 


(§)( 右測は@) 


㊃ (反対側は ㉚ 〉 

O.M.NJ. 




C 





[1^ / ■)1； 
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M/E-X01 AILE STRIKER 
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Machinery [ 機体解説 ] 


mm w . 懦 


FRONT Villi 


SKYGRASPER [スカイグラスパー] 

ストライクガンダムの支援 _ とし r 活縦し r こスカイグラスパー 
を PG スタイルにリファイン。様々な部分に航空機のテイストを 
盛り込み、より精密! S を追求。 「 PG ストライクガンダム」(別売り） 
と合わせれば、さらにプレイパリユ ー ft 征がります。 


AiLE STRIKER [エールストライカー] 

「 PG ストライクガンダム」（別売り）の T 5 •面マウントに装蒞して、 
エールストライクガンダムにすることが可陡。可動 gfl 分には、 
□ック式の可勤槌描を採用し、〇い保持力を荬说。ディテール 
は内*外装ともに細部にいたるまで精密に再识。 




■席コクビットパネル 


DETAIL [デ Y テ-ル] AIR INTAKE [エアイン テー ク] 

機体 S 部にはノ C ネルラインを追加し、航空!遠の機 H 側面のエアインテーク邡分には、ディテー 
テイストを再 5 L 両奴フラップは可動式。 ルを追加し、より粞密 B を追琪。 


PILOT [バィ ロ ット] 

コクピットには、パイ〇ット（ムウ*ラ*フラガ/ 
カガリ•ユラ•アスハ）を搭果させることが可能< 


COCKPIT [コクビット] THRUSTER [スラスター] LANDING GEAR [ランデイングギア] 

コクピット内部はモニター周辺のデイテールを粘スラスター各部のデイテールを、内部エンジンまランディングギアはストライカー装榀、非装榀の2形 
密に即仏キャノビーはクリヤーパーツで再現，でリアルに再现。エール制本のフィンは可拗式，通でのランディンクポジションが荔し行えで再说 5 J 能、> 


COLOR GUIDE 

■カラーガイド 

:**にはよ d 安全な r 水性遽料」のこ«用を 
おすすめします。 

•このキットをよりリアルに逆装したい方は、 
(株） GSI クレオスより発売のガンダムカラ 
—( 「エールストライクガンダム」用、その他 
カラー セット）をお使いく ださい。 

※写輿の宪成品は、遂装してあります。 


撾体等ホワイト部の塗装色。 

ホワイト（95%) +イエローグリーン（5%) 
+ニュートラルクレー少51+ブル_少 III 



インテ_ク等オレンジ部の塗装色。 
オレンジ （フ 0%) +ホワイ ト （20%) 
+イエ □— (10%) 


内部メカ等の塗装色。 

[ —— P I ニュートラルクレー（90%) 

+ ブラック（ 10 %) 


ビームサーベル蒂ホワイト部の塗装色。 
ホワイト（95%) 

+ネービーブルー（5%) 



エールストライカーウインク'等レッド部の塗装色。 
モンザレッド（100%) 

またはガンタムカラーレッド1 



ェー ルス トライカー本体等ダークグレー部の塗装色。 
ミツドナイトブルー（100%) 



偕体等ブルー部の塗装色。 

コバルトブルー{40%) 

+インデイブルー（40%)+ホワイト（20%) 


エールストライカーブースターフィン等イエ□一部の塗装色。 
イエ ロー(90%) 

+オレンジイエ □—( 10%) 


M 体ランディングギア等シルバー部の塗装色。 
シルバー（100%) 























































